
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本でもできるかもしれないと、参加を 
　　　　　　　　　ためらった Volunteer のすべてはまさに、あの地でやってこそ意味が
あったと今、言える。障害者自立支援、学生運動、アートプロジェクトの街、バークレー。 
　私たちはまだ若い。信念を持ち続けていれば、小さくてもなにか、変化を起こすことが
できるんだ。自ら発してゆく Energy、それを維持する Patience。Diversity の寛容、無償、
やさしさ…そして行き着く Volunteer。助けてあげるわけじゃなく、みんなが生き易いよ
うに、お手伝いさせていただくという spirit。だって Volunteer って、結局は自分のため
でもある。アート＆ソウルフェスティバルで叫んだ“Donatio～～～～～n!!!!!”、ゴスペ
ルの高音に胸が高鳴りこぼれた涙、口を糊するおばあちゃんから差し出された青りんご。
すべては私の血肉となり、体内を循環する。吸収され、未来の私を少しずつ、けれど確実
に成長させるだろう。 
　Volunteer はしてあげるんじゃない。やっているから偉いのでもない。むしろ、させて
いただく。おんなじ時代、おんなじ場所に暮らす私たちが、ともに楽しむために。ともに
住みよく、生きるために。 
　この旅で私が得たものは書きつくせないほどある。プログラムに組み込まれていないも
の、見えないけれど心にしみ込んでいるものも多い。今は大切に温めていよう。それらが
ある程度まとまったら、またバークレーの地を訪れたい。“See you again!!”と言って別
れたあの人たちに会いたい。そのとき自分の眼に映るものを知りたい。 
　　　　　　　旅の終わりにいつも思う。 
　　　　　　　－－－感謝。 
　　　　　　　　　この旅で出会ったすべてに人へ。 
　　　　　　　　　送り出し、待っていてくれる両親へ。 
　　　　　　　　　ありがとう！ 
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